
 
 

学校教育制度基本計画（案）に関するパブリックコメントについて 

 
１ パブリックコメントの実施状況 

 (1) 意見募集期間 

   平成２０年２月１日（金）～２月２６日（火） 
 

 (2) 意見の応募者数と件数 

   応募者数：１０名  【内訳】男性９名 女性１名 
（２０代１名，３０代７名，４０代２名） 

   意見件数：２８件      
 

 (3) 提出方法の内訳 

 郵送 ＦＡＸ Ｅメール 電話 持参 合計（人）

人数  ４ ５  １ １０ 
 
(4) 項目別の内訳 

    
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 
(5) 意見の反映について 

 意見の趣旨を素案に反映させるもの【１項目】 

※ 網かけの部分 

 

２ 意見の概要と市の考え方 

 

（１）計画の構成について（２件） 

NO 意見の内容 意見に対する考え方（案） 

１ 

・「学校教育制度基本計画」の要旨

を目次の次に記載する。 

・「学校教育制度基本計画」に，全体構成を掲載い

たします。 

 項目 計（件）

１ 計画の構成について ２ 
２ 学校教育制度全体の考え方について ６ 
３ 本市が目指す小中学校教育（第３章）について ２ 
４ 小中一貫教育（第５章―１）について ５ 
５ 地域学校園（第５章―１）について ４ 
６ 宮未来フロンティア校制度（第５章－２）について ３ 
７ 小中学校教育制度の推進（第７章）について ３ 
８ その他 ３ 

 合計 ２８ 
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２ 

・宇都宮市教育委員会が意識調査の

結果から得られた問題点を分析

し，本市学校教育の正当性を導き

出すようにしていく必要がある。

・意識調査につきましては，学校教育制度基本計

画を策定するに当たって，市民の皆様や本市小

中学校の児童生徒が「学校教育に何を求めてい

るのか」をとらえるために実施したものであり

ます。 

・この意識調査の結果を分析することで，「社会環

境の変化」や「義務教育に対するニーズの多様

化」など，素案のＰ２～Ｐ６の現状と課題を導

き出すとともに，素案Ｐ10，11 の本市学校教育

の目標を設定しております。 

・また，意識調査の結果から，小中一貫教育制度

や宮未来フロンティア制度など，本市の具体的

な学校教育制度を導き出しております。 

 

（２）学校教育制度全体の考え方について（６件） 

１ 

・民間企業も含めた関連企業との連

携を強化し，学校教育が地域教育

の一環となるような制度が求め

られていると思う。 

・宇都宮市においては，地域に支えられた「地域

の学校」を目指しており，そのためには，地域

の人材や教育機関はもとより，企業等の皆様と

の連携，協力が必要不可欠であります。 

・このため，素案Ｐ22 にありますような「地域学

校園」を設置し，地域の方や地域にある教育機

関，企業等の皆様が学校教育に参画することで，

キャリア教育など教育内容の充実はもとより，

地域や企業等の教育力の向上も目指してまいり

ます。 

２ 

・学校教育制度基本計画は，宇都宮

市が学校教育に対しての理想論

を示しているに過ぎない。計画実

行の優先順位を決めて，何年か後

に実施できるという柔軟な考え

をもつ必要がある。 

・学校教育制度基本計画については，現在まで教

育内容や指導方法の改善だけでは十分でなかっ

た部分を，制度を見直すことにより改善を図る

ものであります。 

・本計画は，本市の学校教育の充実を図る教育制

度の在り方とともに，素案 20 にあります教育内

容や指導方法などについても具体的に示してお

り，十分実現が可能なものであります。 

・今後，素案Ｐ30，31 にあります本基本計画の目

標年度を目途としながら，実現に向けて具体的

に作業を進めてまいります。 
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３ 

・自分の子どもたちが通うころに

は，この基本計画をもとにした

様々な教育活動が行われ，今より

も充実した楽しい学校生活が送

れるようになっていると，とても

楽しみにしている。 

・今後，この学校教育制度基本計画をもとに，具

体的な教育内容や指導方法を検討し，平成２４

年度からは，全市において小中一貫教育を展開

する予定であります。 

・本市の未来を担う心豊かでたくましい宮っ子を

よりよくはぐくむことができるよう，この計画

を着実に実行に移していきたいと考えておりま

す。 

４ 

・子どもが悪いことをしたら叱る，

良いことをしたらほめると善悪

の判断がしっかりできるよう教

育してほしい。 

・小中一貫教育においては，素案のＰ20 にありま

すように，子どもの学力定着に必要不可欠な学

習習慣と生活習慣を十分に確立するため，家庭

との連携を図りながら，子どもの成長に応じた

学習や生活の「しつけ」の内容を明らかにし，

小中学校の教職員が共通の指導観をもって教育

を展開します。 

・このような教育の展開により，子どもが主体的

に規範意識などの道徳性を身に付けられるよう

にしていきます。 

５ 

・最近，基礎学力低下や基礎体力不

足が報じられており，多少心配し

ていたが，この計画を読んで，期

待の方が上回った。 

・本市においては，義務教育９年間を一体として

とらえ，すべての子どもが身に付けるべき力を

着実に身につけることを目指しております。 

・今後，学校教育制度実現にむけて，関係機関と

の連携を十分図りながら，計画を推進してまい

ります。 

６ 

・子ども，保護者にとって望ましい

制度である。教職員の立場に考慮

した教育制度であり，ぜひ推進す

るべきである。 

・本市学校教育制度は，子どもの学力向上や学校

生活適応はもとより，「よさ」の伸長を図る制度

であり，この実現により，保護者の理解を十分

に得られるものと考えております。  

・また，教職員につきましても，小中学校の交流

などにより，相互の教育に理解を深めることが

でき，系統的継続的な学校教育が可能となる制

度であると考えております。 

 

（３）本市が目指す小中学校教育（第３章）について（２件） 

１ 

・学力を身に付けることはもとよ

り，コミュニケーションを大切に

してほしい。 

・本市においては，素案のＰ10，11 にありますよ

うに，心豊かでたくましい宮っ子をはぐくむた

めに，５つの学校教育の目標を設定いたしまし

た。 

・この目標には，「基礎基本の定着と体力向上」「人

と社会とかかわる力を育てる」などの目標を位

置付けており，学力向上とともに，コミュニケ

ーション力育成も目指しております。 
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２ 

・インターンシップ活動の機会を増

やし，勤労観，職業観をはぐくん

でほしい。 

 

・素案のＰ11 にありますように，インターンシッ

プ活動については，児童生徒が学ぶ意欲を高め

ながら，将来自らの生活の基盤となり，生計を

支え，生きがいにもつながる勤労と職業につい

て，体験的に学べる活動であると考えておりま

す。 

・今後，「宮・未来キャリア教育」の具体的検討

をする中で，インターンシップ活動の機会をで

きるだけ多く確保できるよう検討してまいりま

す。 

 

（４）小中一貫教育（第５章－１）について（５件） 

１ 

 

・小中一貫教育制度は，一貫した教

育理念のもと義務教育９年間を

過ごし，発達段階に応じた子ども

の育成が可能である。 

・小学校６年間，中学校３年間において行われて

いた教育を，小中学校９年間を一体的にとらえ

ることにより，今まで以上に，発達段階に応じ

た系統的な指導が可能となります。 

２ 

・小中学校のつながりを大切にした

教育活動や地域学校園という考

えは，今までも必要とされていた

が，なかなかできていなかったた

め,宇都宮市全体で是非とも実現

してほしい。 

・本市においても，今まで数校の学校で児童生徒

指導を中心に小中学校連携の取組が行われてき

ましたが，教育内容や指導方法については，小

中学校のつながりが十分であったとは言えない

状況でありました。 

・今後，「小中一貫教育」を展開する中で，小中学

校の教員が，素案のＰ18～20 にありますように，

教育内容や指導方法のつながりを意識しながら

指導することが大切であると考えております。

・また，地域の教育資源を生かした教育は，子ど

もの社会性やコミュニケーション力を伸長する

ばかりでなく，様々な地域の人の考え方に触れ，

社会の中での自分の生き方を考えることができ

る有効な手段であると考えておりますので，こ

のような教育が展開できる「地域学校園」構想

を，全市において着実に推進してまいります。

３ 

 

・教科担任制を５・６年生に導入し

ていくのは難しいので，予算を組

んで，配置教員数の根本的な検討

からお願いしたい。 

 

・教科担任制については，子どもが，教員の専門

性の高い授業により学力の向上を図ることがで

き，複数の教員が子どもの「よさ」を見取り伸

ばすことができる指導方法であります。 

・また，小学校段階から中学校での指導方法に適

応できることからも，中 1 ギャップなどを解消

するために効果的であると考えております。 

・本市においては，素案のＰ20 にありますように，

小学校５年生～中学校３年生に教科担任制を各

学校の実態に応じて柔軟に導入し，その推進の

ための教員等の配置に努めます。 
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４ 

・中学校進学は，子どもに対して，

環境の変化という新たなハード

ルを設けることになり，子どもの

環境適応能力を育む上でも大き

な効果が期待できる。現在の小学

校，中学校という制度は残しなが

ら，ソフト面での教師の尽力をお

願いしたい。 

・中学校に進学し，新しい友達や先生，新たな教

科などといった環境の変化に適応できること

は，子どもにとって大きな自信につながると考

えております。 

・しかし，現在までは，進学に伴う生活環境，教

育環境の変化に不適応をおこす生徒が多少見受

けられました。 

・このため，小中学校の連携を強化することはも

とより，地域学校園にある小学校同士の交流も

意図的に行うことで，中学校生活に十分適応で

きる能力をはぐくんでまいります。 

５ 

・小中一貫交流人事は，非常に効果

があるので，期待している。 

・現在でも，小学校の教員が中学校へ，中学校の

教員が小学校へと，管理職を含めた人事交流を

推進しているところであります。 

・このような交流人事は，小中一貫教育を推進す

るためには必要不可欠であると考えております

ので，素案Ｐ21 の考え方をもとに，今後一層推

進していきたいと考えております。 

 

（５）地域学校園（第５章－１）について（４件） 

１ 

・地域学校園を中心に小中一貫教育

を実施していくのであれば，教職

員の意思の統一，住民の意思の統

一が必要である。 

・本市は，市域が広大で，地理や歴史，産業にお

いて地域ごとに様々な特色があることから，地

域ごとの特色を活かした最適な教育を展開する

ことを目指し，地域学校園を設置するものです。

・このため，地域学校園内における小中一貫教育

に対して，地域全体の共通理解は極めて重要で

あり，実施にあたっては，素案のＰ32 にありま

すように，地域の幼稚園，高等学校，地域団体

代表者，企業等からなる協議の場を設置するな

どして，地域学校園ごとの小中一貫教育の充実

に努めてまいります。 

２ 

・地域学校園設置により，小規模特

認校への転入学に影響を与える

のではないか。 

・本市小中一貫教育においては，地域学校園の教

育資源を有効に活用しながら教育を展開いたし

ますが，どの学校園においても，子どもが身に

付けるべき力は，学年に応じて着実に定着でき

るようにしてまいります。 

・したがって，小学校から他の地域学校園の中学

校に進学した場合においても，十分に適応する

ことができると考えており，地域学校園設置に

より小規模特認校の転入学に影響を与えること

はないと考えております。 
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３ 

・学校教育の中に，地域の元気なお

年寄りの力をお借りしたらどう

か。 

・素案のＰ23，24 にありますように，地域学校園

の教育資源については，学校教育施設，文化施

設などの施設面はもとより，人的資源も十分活

かすことが必要です。 

・現在でも，「街の先生活動事業」などを通して，

地域の高齢者の方々にも学校教育に参画してい

ただいております。 

４ 

・地域学校園という概念で連携体制

を確立することは，豊かな人間関

係の醸成や幅広い学力保障に効

果が期待できる。 

・地域学校園において，豊かな体験や観察など五

感を通した学習を展開することは，子どもが確

かな学力や豊かな心を身に付けるとともに，地

域に対する愛情を深めるものであると考えてお

ります。 

 

（６）宮未来フロンティア制度（第５章－２）について（３件） 

１ 

・９年制教育学校の建設にかかる多

大な費用をソフト面にまわして

ほしい。 

・９年制教育学校は，小学校１年生から中学校３

年生までの児童生徒が同一校舎において学習，

生活することで，子どもの表現力やコミュニケ

ーション力，思いやりの心，夢や憧れを育むな

ど，教育的効果が十分に期待できる学校であり

ます。 

・また，小中学校教員の日常的な交流が可能とな

り，子どもの系統的な学習がより一層徹底する

ことも可能であります。 

２ 

・本市の「宮未来フロンティア制度」

は，学力を保障しながらも全人的

な教育を目指すスタイルがベー

スにあり，課題，実践，検証のサ

イクル構想が明確に確立されて

いる。 

・「宮未来フロンティア制度」につきましても，小

中一貫教育制度と併せて，本市が目指す学校教

育を具現化する制度であり，この制度により，

本市が目指す「心豊かでたくましい宮っ子」を

はぐくむものであります。 

・本制度においては，本市の実情に応じた学校教

育の課題を先駆的に研究する学校を宮未来フロ

ンティア校として指定し，実践，検証すること

で，この学校の研究成果を市内各小中学校に反

映させてまいります。 

３ 

・本市の学校教育の課題を明らかに

するためにも，早急に研究開発校

を指定して，研究を進めることを

期待したい。 

・学校教育制度基本計画においては，小中一貫教

育制度と宮未来フロンティア制度の二つの制度

を示しておりますが，本市におきましては，ま

ず小中一貫教育制度の定着を目指してまいりま

す。 

・学校における小中一貫教育制度の定着度を十分

に見極め，適切な時期に宮未来フロンティア制

度を導入してまいりたいと考えております。 
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（７）小中学校教育制度の推進（第７章）について（３件） 

１ 

・教員になるためのハードルを，能

力面，人格面において高く厳し

く，常に資格が試される厳しい職

業にするべきである。 

 

・国においては，教員免許更新制度などにより，

教員の資質の向上を図っているところでありま

すが，本市においても，修士や TESL,心理療法士

など様々な資格の取得を促進することで，本市

教職員の資質向上を図ってまいります。 

２ 

・一クラスの教員配置人数を増やし

て，教員が一日一回全員の子ども

と会話できるようにしてほしい。

・小中一貫教育を推進するにあたって，コーディ

ネーターや ALT，スクールカウンセラー，指導助

手など，人的配置に努めます。 

・ALT や指導助手を，複数教員による指導や教科等

における指導の充実などに活用して学力向上を

図るとともに，児童生徒指導担当や特別支援教

室指導員，スクールカウンセラーなどにより，

一人一人に応じた適切な指導を行い，児童生徒

の十分な学校生活への適応に努めてまいりま

す。 

３ 

・通学区域制度に柔軟性をもたせて

ほしい。 

 

・素案Ｐ32 にありますように，宮未来フロンティ

ア校設置にあたり，公平性の観点から，現在の

通学区域を維持しながらも，市域全体から若干

名の入学者を募るなど，通学区域の弾力化を検

討いたします。 

・また，小中一貫教育においても，地域学校園と

通学区域と一致しない地域については，今後慎

重に検討します。 

 

（８）その他（３件） 

１ 

・英語教育を根本的に改良してほし

い。 

 

・本市小中一貫教育においては，素案Ｐ19 にあり

ますように，今後の国際社会を心豊かにたくま

しく生きるためのコミュニケーション力を育成

するため，日本語と英語などによる表現力の育

成を図る「会話科」を小学校で，音声によるコ

ミュニケーションを重視しながら，実際の会話

を身に付ける「英会話学習」を中学校で展開い

たします。 

２ 

・習熟度別学習の展開時期を現在よ

り早くしてほしい。 

・習熟度別学習につきましては，現在小学校の国

語，算数，中学校の数学，英語において実施さ

れています。 

・本市小中一貫教育においては，小学校５年生か

ら実施している習熟度別学習を，教員等の配置

を推進することにより，小学校３年生から実施

することを検討してまいります。 
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３ 

・誰もがストレスを感じる社会にな

っているが，それに対応すること

が，これからの学校には必要にな

っている。担当教師に子どもが悩

みを話せるような環境整備を計

画の詳細で盛り込んでほしい。 

・小中一貫教育制度は，小中学校教員の交流や教

科担任制の推進により，複数の教員が子どもを

見取ることが可能となる制度であり，このこと

により，小中９年間において，学校生活適応を

図ることが可能となります。  

・また，小中一貫教育を推進するにあたって，コ

ーディネーターや ALT，スクールカウンセラー，

指導助手など，人的配置により，教職員の子ど

もと接する時間を確保し，子どもが悩みを話せ

る環境整備に努めてまいります。 
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